
 

 

 

第４９回広瀬川創生プラン策定推進協議会 

 

日 時：令和７年７月 10 日（木） 15 時 00 分から 17 時 00 分まで 

場 所：宮城自治労会館 ６階 601 号会議室 

 

次     第 

１． 開 会 

２． 挨 拶 

３． 議 事 

（１） パブリックコメントの実施結果について            資料１ 

（２） 広瀬川創生プラン 2025-2034（最終案）について      資料２-１、資料２-２、資料２-３ 

（３） 重点事業認定手順について                    資料３ 

（４） 広瀬川魅力創生サポーター認定制度の見直しについて 資料４ 

４． その他 

（１） 今後の主なスケジュール（予定）について          資料５ 

（２） 令和７年度取組事業について                 資料６ 

（３） プラン及び取組事業の周知・認知方法について        資料７ 

５． 閉 会 

○配布資料 

資料１    広瀬川創生プラン 2025-2034（中間案）パブリックコメントの実施結果について 

資料２-１  広瀬川創生プラン 2025-2034（最終案）について 

資料２-２  広瀬川創生プラン 2025-2034 概要版 

資料２-３  広瀬川創生プラン 2025-2034 本編 

資料３    重点事業認定手順について 

資料４    広瀬川魅力創生サポーター認定制度の見直しについて 

資料５    今後の主なスケジュール（予定）について 

資料６    広瀬川創生プラン 令和７年度取組事業一覧（案） 

資料７    プラン及び取組事業の周知・認知方法について 

参考資料１ 広瀬川創生プラン策定推進協議会設置要綱 

参考資料２ 広瀬川魅力創生サポーター認定制度（お知らせのチラシ） 

参考資料３ 広瀬川魅力創生サポーター認定団体へのアンケート調査結果 

参考資料４ 広瀬川魅力創生サポーター認定制度実施要綱 
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広瀬川創生プラン策定推進協議会委員名簿 
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 資料１  

広瀬川創生プラン 2025-2034（中間案） 

パブリックコメントの実施結果について 
 

１ 実施概要 

（１）募集期間 

令和７年４月２８日(月)～５月２７日(火) 

（２）周知方法 

・市政だより及び市ホームページへの掲載 

・中間案（冊子）の閲覧及び中間案（概要版）を市内関係施設※で配布 

     ※建設局百年の杜推進課、区役所・総合支所、市政情報センター、仙臺緑彩館 等 

・広瀬川ホームページ、広瀬川インスタグラムによる広報 

（３）提出方法 

電子メール、郵送、ファクス 

 

 

２ パブリックコメントの実施結果  
（１）件  数 

２６件（団体：１団体、個人：９名） 

（２）内  訳 

意見分類 件 数 

１．背景や目的に関する意見 １件  

２．施策の方向に関する意見 ９件  

３．推進体制及び評価に関する意見 １２件  

４．その他の意見 ４件  

合 計 ２６件  

 

 

３ 意見の概要と本市の考え方 
分類ごとの主な意見と対応方針は以下の通りとなります。なお、いただいた２６件のご意見のうち、

４件（No.1、No.8、No.9、No.14）については意見を踏まえた修正を行います。 

※別紙「”広瀬川創生プラン 2025-2034（中間案）”に対する意見の概要と本市の考え方について」参照 

 

（１）背景や目的に関する意見（１件） 

【主な意見】 

①杜の都の所以となった「四ツ谷用水」の説明の充実（No.1） 

【意見を踏まえた対応】 

◆意見①：広瀬川から取水し仙台市街地を四ツ谷用水が流れていたことは、街の中に緑が増えて

いる一因になっていたと考えられますので、いただいたご意見を参考に、本文中に追記

します。（本編 p13） 
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（２）施策の方向に関する意見（９件） 

【主な意見】 

①治水事業及び水質改善のための下水道事業の推進 

②広瀬川に関心・興味を持てるようなイベントの開催 

③広瀬川の歴史を学ぶ機会の創出 

④河川と共に暮らした経験のある市民からの実体験のヒアリング実施（No.8） 

⑤西公園側河川敷に整備した「せせらぎ水路」をモデルケースとし、同様の整備を拡大（No.9） 

【意見を踏まえた対応】 

◆意見①   ：治水事業や下水道事業の推進については、各管理者に情報共有を行い、事業の推

進を促していく。 

◆意見②、③：広瀬川創生プラン策定推進協議会や活動団体の皆様に情報共有することで、広瀬

川におけるイベントの活性化を目指していく。 

◆意見④   ：施策の方向④「広瀬川に関する学びの推進」においては、過去の知識や経験も把握

しておくべきと考えられるため、ご意見を踏まえ、「広瀬川との暮らしに関わりがあっ

た方との連携」について追記する。（本編 p27） 

◆意見⑤   ：施策の方向⑦「水辺空間を楽しめる取組みの推進」の取組事例として「せせらぎ水

路」を掲載し、誰もが楽しめる水辺空間の創出を目指していく。（本編 p28） 

 

（３）推進体制及び評価に関する意見（１２件） 

【主な意見】 

①活動団体同士の交流の機会 

②小規模イベントへの支援の拡充 

③広瀬川市民会議を軸とした継続的な活動の実施 

④各主体の役割に支援する側とされる側の明文化や相談窓口の記載（No.14） 

【意見を踏まえた対応】 

◆意見①～③：プランでは、交流会の開催による連携強化や重点事業認定制度の拡充による小規

模イベントへの支援強化を目指すこととしており、その中で対応していく。 

◆意見④   ：支援の関わり方については推進体制を示す図に明記しておりましたが、より分かり

易くするために各主体の役割にも記載するとともに、ご意見を踏まえ、本市の役割に

活動団体の相談窓口についても追記します。（本編 p38） 

 

（４）その他の意見（４件） 

【主な意見】 

①冊子のデザインに関するものやユニバーサルデザインへの対応 

②広報のあり方 

【意見を踏まえた対応】 

◆意見①、②：今後のプラン推進の参考とさせていただく。（概要版の作成やＵＤフォントの採用な

ど一部対応） 

 



（１）背景や目的に関する意見　（１件）

№ 意見の概要 本市の考え方

1
第１章「（１）策定の背景と目的」に、杜の都の所以と
なったこと（四ツ谷用水が市井を流れたことで地下
水の涵養をもたらしたこと）を挿入できないか。

第1章「（1）策定の背景と目的」（プラン中間案ｐ13）に、杜
の都の所以となった四ツ谷用水の役割について、追記す
る予定です。

（２）施策の方向に関する意見　（９件）

（1/2）

№ 意見の概要 本市の考え方

2

広瀬川の清流を守るため、中州の除去工事を最優
先にすべき。特に霊屋橋から下流、鹿落坂の下が酷
く、川原で安心して遊べない。
また近年の大雨による洪水を懸念している。一旦洪
水が発生すると川全体の形状が変化してしまう。

本プランでは、安全安心な川づくりを推進することとして
おります。（プラン中間案p28「施策の方向⑤」）
その取組みの１つとして、河川管理者である宮城県では
「広瀬川管理計画」に基づき、洪水時の水の流れに支障と
なる中州等を除去することとしております。
（プラン中間案p32　「各施策の方向における主な取組事
業」に記載）

3
清流の保全に関わる、合流式下水道区域における、
改善事業をさらに進めること。

本プランでは、広瀬川の清流の保全を推進することとし
ております。（プラン中間案p26「施策の方向②」）
その取組みの1つとして、本市下水道部局では、合流式下
水道改善事業を進めているところであり、引き続き、担当
部局と連携しながら広瀬川の清流の保全に努めてまいり
ます。
（プラン中間案p31　「各施策の方向における主な取組事
業」に記載）

4

雨水の下水管への流入を遅らせる方策である、雨水
貯留、雨水浸透を広めること。
行政での改善事業も進められているが、市民ができ
る対策（雨庭、雨水タンクの設置等）に関するサポー
トなどを検討することで、市民の行為が清流保全に
寄与できる事例としての位置づけにもなる。
また、雨天時放流について、中心市街地からの雨水
の放流をできるだけ遅らせる、減少させる取組み
（屋上緑化、屋上雨水貯留等）を、義務化するなど、
対応を強化することを求める。

本プランでは、安全安心な川づくりを推進することとして
おります。（プラン中間案p28「施策の方向⑤」）
治水対策の推進には雨庭の設置など行政だけではなく市
民や企業などの協力が重要であると認識しており、プラ
ン中間案には雨水対策に関する理解を深める活動の実施
を新たに記載したところです。
本市「みどりの基本計画」においても重点的な取組みとし
て雨水対策を掲げていることから、担当部局と連携しな
がら雨水対策の推進に努めてまいります。

「広瀬川創生プラン2025-2034（中間案）」に対する
意見の概要と本市の考え方について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※文中に記載のあるページ番号は、中間案のページ番号です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※「No.」に網掛けのある項目は、最終案への反映を予定しています。

資料１別紙
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（2/2）

№ 意見の概要 本市の考え方

5
第1章「（２）改定のポイント」に記載のある、グリーン
インフラの取り組みも強調したらどうか。

施策の方向⑤「安全安心な川づくりの推進」（プラン中間
案p28）の取組み例として、グリーンインフラの代表的な
取組みである、「雨庭」を掲載しております。

6
第2章「１ 基本理念」「２ 基本目標と施策の方向」に
加え、プランのロードマップは必要ではないか。

本プランでは、目指す広瀬川の姿として、３つの基本理念
や５つの基本目標を定め、活動団体の皆さまがそれぞれ
の立場で可能な取組みを実施し、協議会や仙台市がその
活動の支援などを行う推進体制としております。
取組みの内容は多種多様であり、本プランにおいて一律
のロードマップを作成することは課題が多いものと認識
しておりますが、毎年、本市において取組事業の実施状況
を把握し、協議会の中で課題を整理したうえで活動団体
等へフィードバックを行うことで、基本理念の実現に向け
た各般の取組みを進めてまいります。

7

広瀬川に興味・関心を持つ人を増やすためのイベン
トを実施するべき。（アイデアコンテスト等の企画イ
ベントの継続的な実施や、広瀬川の歴史や魅力を伝
える勉強会や探訪会の開催など。）

プランでは、広瀬川への関心を高めるための催しの実施
を推進することしております。（プラン中間案p29「施策
の方向⑨」）
いただいたご意見については、本施策を推進するうえで
の参考とさせていただきます。

8

「広瀬川に関する学びの取組み」として、広瀬川に関
する歴史についての学びに取組むとあるが、まずは
河川とともに暮らしていた経験のある市民から十
分にヒアリングするなどのプロセスが重要ではない
か。実体験のある方が減りつつあるため、遅きに失
しないように取り組むことを明文化するよう提案す
る。
冒頭で「広瀬川が市民の身近な存在であることを再
認識してもらえる取組みを推進します。」とあるが、
「もっと身近な存在であったことを再認識してもら
える」など、暮らしの文脈では以前と比べ全く身近
でなくなっている現実を前提とした記述にする必要
もあるのではないか。

ご意見を踏まえ、施策の方向④「広瀬川に関する学びの推
進」（プラン中間案p27）の中に、広瀬川との暮らしに関わ
りがあった方々との連携について追記し、広瀬川に関す
る学びを推進していく予定です。
また、「もっと身近な存在であったことを再認識してもら
える」については、ご意見を参考に関連する取組みを進め
てまいります。

9

「水辺空間を楽しめる取組み」として、都市緑化フェ
アに際して整備された「せせらぎ水路」は画期的な
ものだと考えられるため、本プランにおいても取り
上げ、モデルとして拡大していく方向性を示すこと
はできないか。

ご意見を踏まえ、施策の方向⑦「水辺空間を楽しめる取組
みの推進」（プラン中間案p28）の取組み例として「せせら
ぎ水路」を掲載し、多様な市民の誰もが水辺空間を楽しめ
るような取組みを推進していく予定です。

10

「市民への情報発信」において、川との付き合い方
がわからない市民に、安全上の情報をより具体的に
発信していくことが大切ではないか。
水位情報などもリアルタイムで入手できるように
なっているため、その数値をどう読み込んだらよい
のかといった実用的な話も紹介できるようになる、
そのような方向性もプランの中で示せないか。

いただいたご意見を参考に、広瀬川を訪れる方々が安心
して水辺を楽しめるよう、安全に係る情報発信の取組み
について検討してまいります。
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（３）推進体制及び評価に関する意見　（１２件）

（1/2）

№ 意見の概要 本市の考え方

11

プランの実効性を高めるため、仙台市が河川管理者
となり、推進体制を強化すべき。
そのため、プランへ「広瀬川の河川管理者となるよ
う関係機関との協議を進める」旨の追記を検討して
みてはいかがか。

本プランでは、「活動団体同士の連携・協力」や「小規模イ
ベントへの支援」、「更なる魅力の発信」などを盛り込み、
基本理念の実現に向け、協働で取り組んでいくこととして
おります。
併せて、宮城県など河川管理者と情報共有を密にするな
ど連携しながらプランの実効性を高めてまいりたいと考
えております。
いただいたご意見については、今後の取り組みの参考に
させていただきます。

12
プランの主体は市民・住民でもあることを明記して
はいかがか。（協働とはそれぞれが主体的であると
いう認識）

13

第3章「1 推進体制」について、活動団体、協議会、
仙台市のみならず、個人＝一市民 という表記、捉え
方をしてはいかがか。
推進体制図の市民・企業団体も「広瀬川での活動団
体」の枠に入れるか、「協働のパートナー」の中に活
動団体をいれてはいかがか。

14

第３章「２ 各主体の役割」に、支援する側（協議会、
仙台市）とされる側（活動団体）を明記していただき
たい。
また、活動を希望する人へ、きっかけとなる相談窓
口やイベントがあればよいため、（４）として記載して
はいかがか。

支援する側とされる側の関係性については、推進体制（プ
ラン中間案p37）に明示しておりますが、「2 各主体の役
割」において、協議会や市が活動団体を支援する旨を記載
する予定です。
また、仙台市が相談窓口を担うことについても併せて記
載する予定です。

15

第４章「1年ごとの取組状況の把握」にある公表につ
いて、活動団体が一同会する場を設けてはいかが
か。各団体の発表、フィードバック、公表する場を設
けることで、各団体の交流にもなる。
また、市民も参加できる、見ることができる機会と
すれば、活動へのきっかけとなるのではないか。

16

それぞれの施策での取組事業を、継続する手法、仕
組みについて、現在の取組の好事例や失敗事例等
をしっかり評価し、課題の整理（改善）を行うことが
重要ではないか。（各団体とも、人員や予算不足、高
齢化、担い手不足など運営に関する課題がある。）

17

地域を超えた活動団体同士の交流や、活動を紹介
する場を設けるべき。
例えば、広瀬川フォーラムを開催し、各団体の活動
のパネル展示、広瀬川に関する講演を行うほか、広
瀬川上下流での見どころ探訪会などを実施する。
また、制作したパネルは緑彩館等で、各種イベントの
際に貸し出し展示する。
さらに、同じ広瀬川の名を持つ地域との交流や連携
（東北地方５河川、全国１３河川）を呼び掛け、持ち回
りで広瀬川サミットの開催を検討する。

本プランは、広瀬川での活動団体と協議会、仙台市とが
協働で取り組んでいくためのアクションプランであり、市
民や企業・団体の皆さまは協働のパートナーとして位置付
けております。
本プランに賛同いただけた方々が新たに活動を立ち上
げ、活動団体として参加すること、もしくは既存イベントに
対して参加や支援することで、広瀬川に関わる取組みの
より一層の推進が図られるよう、支援してまいります。
（プラン中間案p37　「推進体制」に記載）

本プランでは、毎年、取組事業の実施状況を把握し、協議
会の中で課題の整理を行うこととしております。また、課
題等あれば対応方針について協議会と仙台市で検討し、
活動団体へフィードバックすることとしております。（プラ
ン中間案p43）
また、推進体制の中で「交流会」の開催を明記しておりま
すので、いただいたご意見を参考に、「交流会」の内容を
検討してまいります。（プラン中間案p37）
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（2/2）

№ 意見の概要 本市の考え方

18

仙台市の助成金は提出資料が非常に多いイメージ
がある。活動の支援として、助成金に係る提出資料
の作成サポートやアドバイスをいただける体制があ
ればよい。
あるいは、そのようなスキルのある職員や人材の紹
介など、協力が得られる仕組みを検討いただきた
い。

本市へ提出する資料については、可能な範囲で簡素化や
分かり易い内容になるよう努めてまいります。
また、作成サポートやアドバイスについては、本市の担当
部署へご相談いただければ対応いたします。
人材の紹介などの協力が得られる仕組みづくりについて
は、今後の取組みの参考とさせていただきます。

19

広瀬川創生プラン策定推進協議会やNPO、各種団
体、学校関係、協賛企業などが広瀬川市民会議の構
成団体やメンバーとなり、継続的な推進体制の仕組
みや広瀬川フォーラムのような交流のための機会の
創出を検討してはいかがか。

本プランに明記した交流会の開催は、担い手不足に悩む
各活動団体の継続的な活動の一助となるものと認識して
おります。できるだけ多くの団体が様々な情報交換・共有
ができるよう検討してまいります。（プラン中間案p37）

20

 「小規模イベントへの支援の必要性」を課題と整理
されている点、賛成です。大規模イベントは関わる
人数も組織も多くなり、必要な経費も主催者の負担
も相当大きいものと想像します。小規模なイベント
でも気軽に実施でき、また、これまで活動されてき
た先駆者の方々のノウハウが上手く継承されていく
と良いと思います。

21

イベントの頻度がもう少し高ければ、川辺に足を運
ぶ機会も増えて良い。実行委員会などの大掛かりな
組織でなくとも、イベント等を支援できる仕組みが
あればと感じる。

22

広瀬川市民会議や協議会の支援を、広瀬川で活動
する団体だけでなく、普段は川辺が主な活動場所で
はない団体が広瀬川で事業を実施する際にも受け
られると、活動のすそ野が広がるのではないか。

広瀬川以外で活動を行ってきた活動団体であっても、広
瀬川で実施する事業の内容がプランの主旨に合致する場
合は、支援してまいります。

本プランでは、小規模イベントへの支援とネットワークづ
くりのための仕組みの強化を行うこととしております。こ
れにより、イベント頻度の向上につながるほか、これまで
活動されてきた方々のノウハウの継承にもつながるもの
と考えております。
新たなプランに基づき取組みを推進することで、広瀬川
の魅力を伝えてまいります。
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（４）その他の意見　（４件）

№ 意見の概要 本市の考え方

23
コロナ禍を機にペット需要が高まっていることか
ら、市営の無料ドックランを設置するべきである。

本プランでは、水辺空間を楽しめる取組みを推進するこ
ととしております。（プラン中間案p28「施策の方向⑦」）
ドッグランは、人々が集うことで新たなコミュニティの形
成や賑わいをもたらす効果があるとものと認識している
ことから、今後の取組みの参考とさせていただきます。

24

冊子のデザインについて、テキストのように使える
とよい。（自身の活動の際に使用していきたい）
また、ユニバーサルデザイン（ふりがな、点字、音声
朗読版）や、後世に伝える表現、世界へ伝える表現
（英語版、動画等）にしてみてはいかがか。

本プラン策定に併せて内容をコンパクトにまとめた概要
版の作成を予定しております。テキストとしての活用も可
能と考えておりますのでご活用ください。
また、本プランの冊子作成にあたっては、ユニバーサルデ
ザインへの配慮として「ＵＤフォント」を採用するなど、より
多くの人が読み易いプランとなるよう配慮しております。
いただいたユニバーサルデザインの考え方については、今
後の取組みの参考とさせていただきます。

25

広瀬川を訪れる方が、大切な記念日などだけでな
く、日常の何気ない訪問も含めて、デジタルで思い
出を記録できる仕組み「デジタルで紡ぐ広瀬川の記
憶と交流」の導入を提案する。
これにより、地元の方も観光客も、自分のペースで
広瀬川との繋がりを深めながら、より身近で愛着の
ある場所と感じることができるようになる。
また、広瀬川で撮影・記録した写真やメッセージは、
現地でしか閲覧できないように設定することで、訪
れること自体の価値を高め、再訪の動機づけに繋げ
ていくことができる。
こうした仕組みは、地域の交流促進や訪問者の増加
にもつながると考えられる。

26

市民への情報発信は、広瀬川ホームページや広瀬川
インスタグラムでは足りないのではないか。
YouTube（short動画）へドローンで撮影した広瀬
川の様子を投稿することや、マインクラフトに広瀬川
流域ワールドを作成し公開するなど、若者へのアプ
ローチを増やすべきではないか。

本市では、広瀬川ホームページと広瀬川インスタグラム、
YouTubeチャンネルを運営しており、この中で広瀬川で
の取組みや魅力に関わる情報を発信しております。
いただいたご意見も参考にしながら、市民や観光客の皆
様、若者にとってより魅力的な広瀬川と思ってもらえるよ
うな情報発信に努めてまいります。
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資料２－１ 
 

 

広瀬川創生プラン 2025-2034（最終案）について 
 

 

「広瀬川創生プラン 2025-2034」の最終校正の段階で、文章の体裁を整えたほか、協議会やパブ

リックコメントでのご意見等を踏まえた変更を行っている。主な変更点は以下の通りである。 

 

 

１．第４８回協議会での意見等を踏まえた変更（中間案で修正済） 
 

意 見 修正内容 修正ページ 
 

掲載写真の説明が抜けているところ

へ説明を追加するほか、撮影場所や

イベント実施月を追加すべき。 
 

 

 

掲載写真の説明を追加 

可能な範囲で撮影場所やイベント実施月を追加 ｐ2、ｐ10、p12 

p20、p42 

 

改定のポイントについて分かり易く

説明すべき 

 

改定のポイントを分かり易く伝えるため、第１章

に「（２）改定のポイント」の項目を追加し、仙台市

ダイバーシティ推進指針の観点を取り込んでい

ることや、着目した４つの視点の説明を追加 
 

 

ｐ14 

 

仙台市ダイバーシティ推進指針の観

点を取り込むべき。 
 

 

仙台市ダイバーシティ推進指針に基づき、ダイバ

ーシティの観点を追加 
 

 

p24、p28、p29 

p30、p37 

 

仙台市の役割として、「対話、交流の

場づくり」を追加すべき。 
 

 

 

交流会の前段として、対話、交流の場づくりを行

うことを追加 p38 

 

ＰＤＣＡサイクルが、課題の整理にと

どまっている印象があるため、「助

言」を入れて Act に結び付くような

表現にすべき。 
 

 

実行（Ｄｏ）の説明に「助言」を追加 
※ＰＤＣＡサイクルは、計画期間における計画（Ｐｌａｎ）に

基づき実行（Ｄｏ）し、確認(評価)（Ｃｈｅｃｋ）で得られ

た結果から課題整理(改善)（Act）を行い、次期プラ

ンに結び付けていくものである。 

したがって、計画（Plan）後の実行（Ｄｏ）の段階で「助

言」を行うこととした。 
 

 

p44 

 

市民意識調査のアンケート結果が不

鮮明なので改善すべき。 
 

 

 

掲載グラフの解像度を向上 
※冊子製本時の解像度も上げて更に見易くする予定 p49〜55 

 

市民意識調査の中で、結果の割合が

100%を超える理由を追加すべき。 
 

 

 

項目「５ 報告書の見方」を追加 
p49 

 

活動団体へのアンケート調査に、概

要を入れるべき。 
 

 

 

前段にアンケート概要を追加 
p56 
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２ パブリックコメント実施結果を踏まえた変更（中間案からの修正） 
 

意 見 修正内容 修正ページ 
 

杜の都の所以となった「四ツ谷用水」

の説明を充実すべき。（No.1） 

 

広瀬川から取水した四ツ谷用水が市街地を流れ

ることで街の中に緑が増え、それが杜の都と呼

ばれる所以となったと考えられるため、その由

来を追加 
 

 

p13 

 

河川と共に暮らした経験のある市民

から実体験のヒアリングを実施して

いくべき。（No.8） 

 

施策の方向④「広瀬川に関する学びの推進」で

は、過去の知識や経験も把握しておくべきと考

えられるため、広瀬川との暮らしに関わりが深か

った方との連携についても追加 
 

 

p27 

 

西公園側河川敷の「せせらぎ水路」を

モデルケースとして取り上げ、同様

の整備を拡大していくべき。（No.9） 
 

 

「せせらぎ水路」は、整備後、こどもから大人まで

幅広い世代の方々の憩いの場として活用されて

きたため、施策の方向⑦「水辺空間を楽しめる取

組みの推進」の取組事例に追加 
※併せて写真差替え（青葉山公園→せせらぎ水路） 
 

 

p28 

 

各主体の役割に、支援する側（仙台

市・協議会）とされる側（活動団体）と

の関係や相談窓口を追記すべき。

（No.14） 

 

支援の関わり方については推進体制を示す図に

明記していたがより分かり易くするため、各主体

の役割に支援の内容を追加するほか、本市の役

割に活動団体の相談窓口を追加 
 

 

ｐ３７、p38 

 

 

３ その他変更（中間案からの修正） 
 

修正内容 修正ページ 
 

読み易い冊子とするため、ＵＤフォントを採用 
 

 

全般 

 

植物の写真について、本ページは広瀬川の植物の説明であることから、上流域、・中流

域、・下流域の代表的な植物の写真に差替え 
 

 

p6 

 

施策の方向①「広瀬川流域の自然環境の保全」の取組み例に、ボランティアによる市民

活動であり、プランの趣旨に合致する河川愛護会などの外来種植物調査を追加 
※併せて、【各施策の方向における主な取組事業】の一覧にも追加 
 

 

p26、p31 

 

施策の方向①「広瀬川流域の自然環境の保全」の取組み例として掲載している「多自然

川づくり」は、専門的な用語となるため注釈を追加 
 

 

p26 

 

施策の方向②「広瀬川の清流の保全」の取組み例に、ボランティアによる市民活動であ

り、プランの趣旨に合致する河川愛護会や公園愛護協力会の除草、清掃作業を追加 
※併せて、【各施策の方向における主な取組事業】の一覧にも追加 
 

 

p26、p31 

 

広瀬川創生プラン策定推進協議会の委員変更（Ｒ7.4.1 付）に伴い、新任委員を追加 
 

 

ｐ57 
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広瀬川の特性

上流域には鳳鳴四十八滝などの景勝地や豊かな自然があり、都市部が位置する中流域でも
美しく壮大な自然崖や緑の景観を気軽に楽しむことができます。

また、日本の多くの都市が河川の下流、河口域に発達していますが、仙台市の市街地は
中流域の河岸段丘上に発達している特徴があります。

⑴ 広瀬川と仙台のまち

⑵ 広瀬川の植物

関山峠付近を源流とする広瀬川は、名取川と合流するまでの間に、山地、丘陵地・台地、
低地と地形が変わる特性があり、これに伴う気候的な違いから、広瀬川流域には多様な植生
が分布しています。

⑶ 広瀬川の動物

広瀬川とその水辺では、アユやサケをはじめとした魚類が約30種類、ヤマセミやカワセミなどの鳥類が約120種類、確認
されています。さらに日本の固有種で、きれいな流水に棲むといわれるカジカガエルの美声が、上中流域で聞けます。

序章 広瀬川の魅力

3

広瀬川は次のような「流域の豊かな自然環境」、「都市部に位置する自然崖の壮大な景観」、

「動植物の良好な生息環境」を有し、人々を引き寄せる潜在的な魅力があります。

【評定河原大露頭】 【カワセミ】 【ヤマセミ】 【カジカガエル】

【鳳鳴四十八滝】

（本編：Ｐ３～Ｐ８）



策定の背景と目的

第１章 広瀬川創生プランとは

【背景】

「杜の都・仙台」のシンボルである広瀬川。この広瀬川の自然環境や景観等を次代に引き継いでいくためには、

多くの市民が広瀬川に親しみ、その魅力を感じることが重要です。

このため、広瀬川で自主的に活動を続けてきた知識や経験を有する市民団体やＮＰＯなどで構成する「広瀬川創生

プラン素案づくり実行委員会」が主体となって、広瀬川創生プランの素案を作成しました。

【目的】

広瀬川の豊かな自然環境の保全や川と共生する暮らし、新たな魅力の創出に市民と協働で取り組むため、学識経験者

などで構成する「広瀬川創生プラン策定推進協議会」（以降、「協議会」という。）で同素案を踏まえた検討を重ね、

平成17年（2005年）に行動計画「広瀬川創生プラン」（以降、「プラン」という。）を策定しました。

4【鹿落坂から広瀬川を望む】 【三居沢】 【広瀬川自然体験学習】

（本編：Ｐ13）



【改定のポイント】
基本理念や基本目標については、今回の改定が「広瀬川創生プラン素案」の理念上の計画期間50年内であることから

承継することとしました。施策の方向についても同様に取り扱うこととしておりますが、取組みにあたっては、令和７
年３月に策定した「仙台市ダイバーシティ推進指針」の観点を取り入れております。
また、少子高齢化や生活様式の多様化、担い手不足などの社会情勢の変化により、「活動団体同士の連携・協力」、

「小規模イベントへの支援」、「更なる魅力の発信」の必要性の高まりや、進行管理の明瞭化などが、対応・見直しを
要するポイントと整理しました。
今回の改定では、これらを踏まえ、以下の４つの視点に着目し、プランの見直しを行いました。

「広瀬川創生プラン素案※」の理念上の計画期間（50年）
を踏まえ、基本理念・目標等は承継します。

小規模な活動についても重点事業の認定が可能なように、
認定の基本的な考え方を見直します。

ＳＮＳなどの活用や交流会の開催等によるネットワークづ
くりに取り組みます。

プランの推進における評価の対象者(協議会及び仙台市)と
その内容（支援等の実施状況）をより明瞭にします。

視点１：基本理念・基本目標・施策の方向の承継 視点３：重点事業認定制度の拡充

視点２：相互交流や連携、協力の更なる推進 視点４：進行管理の見直し

5
※広瀬川で自主的に活動を続けてきた知識や経験を有する市民団体やＮＰＯなどで構成する「広瀬川創生プラン素案づくり実行委員会」が
主体となって作成（平成15年（2003年））し、現行のプラン（2015-2024）の基となった素案

（本編：Ｐ14）

第１章 広瀬川創生プランとは



基本理念 基本目標

Ⅰ
悠久の流れ・広瀬川の

自然環境の保全
ⅰ 河川環境の保全と向上

Ⅱ
広瀬川と共生する
暮らしの発見と創出

ⅱ 河川と共にある暮らしの実現
ⅲ 治水・利水・親水の推進

ⅳ 河川への関心の向上
ⅴ 市民協働の仕組みづくり

市民による連携と
市民と行政との協働

Ⅲ

6

（本編：Ｐ21）基本理念

第２章 目指す広瀬川の姿と目標



【基本目標 : ⅰ】 河川環境の保全と向上
広瀬川流域の動植物とそれらを育む豊かな自然環境、水環境の保全につながる取組みを推進します。

施策の方向① 広瀬川流域の自然環境の保全

自然や生物とふれあい、その魅力と大切さについて学ぶ機会
をとおして河川環境に対する市民の理解や関心を深め、広瀬川
流域における動植物など豊かな自然環境を保全します。

例：多自然川づくりや水生生物の観察学習
河川愛護会等による外来種植物調査 など

施策の方向 ② 広瀬川の清流の保全

河川環境を保全する取組みにより、水生生物などの棲みかで
あり、水道やかんがいなど様々な目的で利用されている広瀬川
の清流を保全します。

例：下水道の整備、広瀬川の清流を守る条例による保全
公園愛護協力会や河川愛護会による除草、清掃作業 など
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第２章 目指す広瀬川の姿と目標

施策の方向①の取組事例
【竜の口堰堤の切欠き魚道】

施策の方向①の取組事例
【カジカガエル観察会】

（本編：Ｐ26）基本目標と施策の方向

（取組内容）
広瀬川支流「竜の口渓谷」への魚類
の遡上を目的に、切欠き魚道を設置す
るもの。
設置後は市民団体による継続的なモニ
タリングや維持管理・修繕を目的とし
たワークショップを開催し、河川環境
への理解・関心を深める機会を創出し
ている。

（取組内容）
仙台にゆかりのある生き物に着目し、
多様な主体と連携しながら、自然や
生き物に触れ合う機会を創出するも
の。



【基本目標 : ⅱ】河川と共にある暮らしの実現
広瀬川が市民の身近な存在であることを再認識してもらえる取組みを推進します。

施策の方向 ③ 広瀬川の健全な水循環の推進

市民生活の多方面に利用されている広瀬川の水資源について、
行政と関係者が連携しながら、流域全体の健全な水循環を目指
した取組みを推進します。

例：渇水時における河川環境や利水への影響についての検討など

施策の方向 ④ 広瀬川に関する学びの推進

暮らしの中で広瀬川と日常的に関わってきた方々や、仙台市
の教育、子育て、環境などの各部局・団体等とも連携しながら
広瀬川に関する自然環境や市民生活、歴史・文化などについて
の学びの取組みを推進します。

例：河川教育の導入、フィールドワーク、スキルアップ講座など

8

第２章 目指す広瀬川の姿と目標

施策の方向④の取組事例
【学生との広瀬川歩き】

施策の方向④の取組事例
【広瀬川ガイドのためのスキルアップ講座】

（取組内容）
大学の授業の一環として、学生との
まち歩きにより広瀬川の歴史や環境
などについて学ぶ機会を創出するも
の。

（取組内容）
広瀬川の魅力を語りながら各スポット
を案内し、地域の「広瀬川ガイド」を
養成する機会を創出するもの。

（本編：Ｐ27）



【基本目標 : ⅲ 】治水・利水・親水の推進
広瀬川の安全に利用できる環境づくりとあわせて、水資源の有効な利活用や広瀬川の水辺を楽しめる取組みを推進します。

施策の方向 ⑤ 安全安心な川づくりの推進

河川管理者による治水事業や広瀬川での治水や防災等の取組
みに対する市民の理解を深めるための取組みを行うことで、
官民一体の安全安心な川づくりを推進します。

例：護岸の改修や河道内の土砂浚渫、雨庭などの治水・防災等に
関わる取組みへの理解を深める活動など

施策の方向 ⑥ 広瀬川の水の有効な利活用

広瀬川の水により潤いのある市民生活を実現するため、水資
源の有効な利活用を推進します。

例：名取川水系渇水情報連絡会、水力発電や農業用水に関する
取組みなど
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第２章 目指す広瀬川の姿と目標

施策の方向⑥の取組事例
【六郷堀・七郷堀非かんがい期通水事業】

施策の方向⑦の取組事例
【広瀬川(大橋周辺）水辺利活用の検討】

（取組内容）
六郷堀及び七郷堀の非かんがい期の
悪臭の抑制や景観の改善を目的に、
環境用水を導水するもの。
（写真は通水時の七郷堀）

（取組内容）
広瀬川（大橋）において、このエリアの
新たな魅力の創出と都心部との回遊性向
上を目指し、市民等が気軽に楽しめる水
辺利活用について検討を行う。

（本編：Ｐ28）

施策の方向 ⑦ 水辺空間を楽しめる取組みの推進

世代や国籍の違い、障がいの有無なども含め、多様な市民の
誰もが広瀬川で気軽に親しめる親水空間づくりにより、水辺の
利活用を促進する取組みを推進します。

例：河川敷内の散策路や広瀬川に隣接する公園の整備、
「せせらぎ水路」の整備、大橋周辺の広瀬川の水辺利活用など



【基本目標 : ⅳ】河川への関心向上
取組事業に参加する市民や来訪者を増やすため、市民等が広瀬川に親しむための取組みを推進します。

施策の方向 ⑧ 市民への情報発信

さまざまな属性や立場の方に情報が伝わるよう配慮しながら、
活動団体の取組みやプランの周知・広報を行うなど、広瀬川の
魅力に関わる情報を広く発信します。

例：仙台市の「広瀬川ホームページ」や「広瀬川インスタグラム」、
散策マップなど

施策の方向 ⑨ 広瀬川に関する催しの実施

誰もが気軽に広瀬川へ訪れる機会を創出し、広瀬川の魅力で
ある歴史や文化、自然環境などを再認識できるイベント等の
実施に取組みます。

例：広瀬川の自然を活かした「広瀬川自然体験学習」、まち歩き・
ガイドツアーの開催など
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第２章 目指す広瀬川の姿と目標

施策の方向⑧の取組事例
【広瀬川インスタグラム】

施策の方向⑨の取組事例
【広瀬川自然体験学習】

（取組内容）
プランに関わる各活動団体や広瀬川
に関する行政の取組みをインスタグ
ラムで情報発信するもの。

（取組内容）
川の生き物探しや、川での安全な歩
き方などを学びながら自然豊かな広
瀬川を体感してもらう機会を創出す
るもの。

（本編：Ｐ29）

＜プロフィール写真＞ ＜ＱＲコード＞



【基本目標 : ⅴ 】市民協働の仕組みづくり
活動団体同士が連携・協力し取組事業への市民参画を促すとともに、仙台市も活動団体や取組事業を支援し市民協働を推進し

ます。

施策の方向 ⑩ 市民参画型事業の推進

様々な活動目的や背景をもつ活動団体の知識や経験、考え方
などを相互に掛け合わせることで、新たな発想やアイデアが
生み出されていくよう、それぞれの交流を促進し、団体同士が
連携・協力しながら市民参画しやすい事業に取組みます。

例：広瀬川１万人プロジェクトによる一斉清掃、活動団体同士が
連携・協力して実施する「水辺で乾杯」など

施策の方向 ⑪ 市民活動や団体の支援

広瀬川に関わる市民活動やイベント等を行う活動団体を仙台
市が支援します。また、団体同士の連携・協力を促進するため
のきっかけづくりや新規活動に対する支援等により、取組事業
の継続と新たな取組事業の創出を目指します。

例：活動団体同士の交流会、取組事業に対する仙台市の後援、
広瀬川魅力創生サポーター認定制度、重点事業への事業
負担金の交付など
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第２章 目指す広瀬川の姿と目標

（取組内容）
仙台市の人口１％の１万人をキー
ワードとして、市民・企業・行政が
連携して広瀬川流域を含む河川・
海岸一斉清掃を実施するもの。

（本編：Ｐ30）

施策の方向⑩の取組事例
【水辺で乾杯！】

（取組内容）
水辺の利活用を促進するための取組
み「ミズベリング」の一環で行われ
るもの。毎年７月７日午後７時７分
に全国各地の水辺で同時に乾杯を行
う。

施策の方向⑩の取組事例
【広瀬川１万人プロジェクト

河川・海岸一斉清掃】



第３章 推進体制

本プランの推進にあたっては、広瀬川での活動

団体、協議会、仙台市が協働で取り組んでいく必要

があります。

広瀬川での活動団体は、それぞれの立場で可能な

取組みを引き続き進めます。また、これまでの「広

瀬川市民会議」を中心とした活動団体の連携から、

今後はさらに、団体相互の交流促進と、団体同士が

連携・協力して共に活動を推進するとともに、多様

な個性や価値観の掛け合わせの中から新たな発想を

生み出すため、交流会の開催等、ネットワークづく

りを検討します。

協議会は推進体制に基づく取組みに対して必要な

助言や検討を行います。

仙台市は活動団体の取組みやプランを周知・広報

し、広瀬川の魅力を発信することで、市民、企業・

団体が協働のパートナーとして新たな活動へ参加

することを促すとともに、活動の支援を行います。

情報共有・協力
●情報集約と発信
●その他支援や助言

広瀬川創生プラン策定推進協議会仙台市

●活動状況の報告等
●広瀬川魅力創生サポーター認定

●活動推進への助言等 ●重点事業認定

周知や広報

●参加や支援
●広瀬川に親しむきっかけ
●新規活動の立ち上げ
●継続的な活動実施

市民

協働のパートナー

企業・団体

広瀬川での活動団体

●相互交流・イベントでの連携や協力

○○実行
委員会等

NPO等

広瀬川
市民会議

広瀬川魅力創生
サポーターの増加

●広瀬川ゴールドサポーター審査結果への意見

●周知や広報
●広瀬川の魅力発信
●新規活動の支援等

相互連携サポート期待される効果

推進体制

推 進 体 制
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（本編：Ｐ37）



活動の支援

プランに基づく取組事業のうち、広瀬川の魅力を
発信する上で効果的、かつ、下記の考え方に合致する
事業は、協議会において重点事業として認定します。

重点事業は仙台市も連携し、取組事業のモデルと
なることを目指すとともに、一部の取組事業については
仙台市の助成金の対象とします。

重点事業認定の基本的な考え方

複数の主体が連携・協力できる取組みであること

市民・ＮＰＯ・行政・企業などの主体が、お互いを
尊重しつつ力を合わせて協働できるもの。

市民が広く参加できる取組みであること

世代・地域・立場などを超えて、市民が気軽にかつ
自発的に参加することができるもの。

ソフト中心の取組みであること

川づくりの中でも、広瀬川の自然環境等を活かした
ソフト中心のもの。

⑴ 重点事業認定制度 ⑵ 広瀬川魅力創生サポーター認定制度

広瀬川の自然環境の保全や賑わいの創出に貢献して
いる活動団体を、取組内容に応じて「広瀬川グリーン
サポーター」又は「広瀬川ゴールドサポーター」と
して認定し、活動内容は仙台市ホームページに掲載
します。

第３章 推進体制

（本編：Ｐ39～Ｐ40）
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第４章 推進状況の評価

1年ごとの取組状況の把握

取 組 状 況 の 把 握

活動団体等への取組事業の実施状況・実施予定の確認

・取組事業を仙台市から年１回程度確認

協議会への実施状況・実施予定の報告と課題の整理

・取組事業の実施状況・実施予定を仙台市から協議会へ報告
・取組事業の実施状況を分析のうえ課題を整理し、改善に
向けた対応方針を協議会と仙台市で検討

活動団体等へのフィードバック

・取組事業の実施状況を他の活動団体等にも情報提供
・取組事業の実施状況の分析結果を今後の活動の方向性の
決定に役立ててもらえるよう、必要に応じて活動団体等
と情報共有

取組事業の公表

・翌年度に実施予定の取組事業を取りまとめ広瀬川ホーム
ページ等で公表

計画期間ごとの推進状況の評価

14

協議会と仙台市がプランに定

める役割に基づき助言・支援

等を実施します。

（本編：Ｐ43） （本編：Ｐ44）

協議会と仙台市が確認（評価）
から得られた課題の整理を行い、
次回のプラン改定（策定）時に
反映させます。


